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Q1．調査結果をご覧になって、どう感じま
したか？
半径数百メートルの世界を生きていて、そ

の狭さゆえに周囲の人や環境と深く絡み合

っていると好意的な印象を受けました。一

方で、いろいろなものを撮っている子と、あ

る程度パターン化されている子がいます。

進化論の考え方によると、子どもの変化や

差異は周辺環境によるところが大きい。い

ろいろな観点に触れることが、考え方や見

方の多様性につながるように思います。

Q2．子どもを取り巻く環境について、感じ
ていることはありますか？
目標から逆算して、いつまでに何が必要か

ブレイクダウンして計画を立て、うまくい

ったかどうか振り返る。これは競技者もや

ることですし、社会でも良いこととされて

います。ただし、好きなことを見つけるこ

とは計画できません。コントロールしよう

とすればするほど、寄り道ができなくなり

余白もなくなっていくように思います。

Q3．子どもがそれぞれの個性を発揮するた
めに、大人は何ができると思いますか？
競技者としての人生を振り返ると、人間と

して根源的に変わらないことを前提した作

戦しかうまくいきません。では何が大事か

というと、置かれた状況にうまく適応して

面白がれることに尽きると思います。人間

の進化の歴史もそれを物語っています。大

人がまず面白がって生きることで、子ども

にもそれが伝わると思い自分も子育てをし

ています。
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1978年広島県生まれ。スプリント種目の世界大会で日本人と
して初のメダル獲得者。男子400mハードルの日本記録保持者

（2020年2月現在）。現在は、Sports×Technologyに関するプロ
ジェクトをおこなう株式会社Deportare Partnersの代表を務
める。『走る哲学』（扶桑社）、『諦める力』（プレジデント社）など著
書多数。

元陸上選手
Deportare Partners代表

 子どもたちの 写 真と語り、
あの人はどう見る ?
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［次回予告］

「すごいコーナー（E さん自身が命名）」

（子どものすごいに関する写真や絵が一

堂に集められている家の中の場所）がと

ても印象的でした。子どもはもちろん、

家族みんなのパワースポットですね。我

が家でも“コーナー化”してみます！（S）

あかるい海・山に囲まれて、花や木を空

と一緒に撮るときれい、と感じたり、家

の前に広がる海に自作の船で乗り出した

り、海より山に愛着を持ち、火事になっ

た山を「切ない、かわいそう」と表現した

り。自然と向き合う一方で、YouTube、

マイクラなど現代っ子らしさも垣間見え

て、印象深い調査でした。（F）

島の良さを都会との比較で言葉にして語

ってくれる子どもたち。広島市までフェ

リーで20分という近距離に住み田舎と

都会を同時体験する中で、子どもたちは

自分たちの街の魅力をちゃんと客観視し

ているんだなあ、と感心することが多い

調査でした。田舎だけで暮らす子どもた

ちとは違う感性が育まれていることを感

じました。（Y）

瀬戸内の穏やかな海に囲まれた江田島な

らではの「写話」だったように思います。

自然との距離感の近さ。そこから生まれ

てくるだろう愛郷心。ここでの体験や学

びは、大人になってからの生きる術だけ

でなく、心の基地にもなっていくのでは

ないでしょうか。あと、この地を訪れる

ことがあれば島のソウルフード「大豆う

どん」を是非お試しください。（W）




